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平成 2８年 9 月 11 日 

広島市長 様 

 
                   法 人 名  (有)サカコーポレーション    

                   代表者名      坂 聡一郎       

以下のとおり報告します。 

運営推進会議の開催状況について（報告） 

事業所名 グループホーム ガーデンの家 

所在地  広島市安佐南区緑井七丁目5-11 

担当者名・連絡先 三宅 喜秀 TEL 082-962-6541 

従業者 従業者総数 19人（内訳：常勤15人、非常勤4人）（H2８年 8月 1 日現在） 

 うち夜勤の従業者2人 1日当たり事業所全体の勤務従業者数 8人 

運営推進会議の開催日  H2８年8月5日 （平成28年度 第 3回） 

運営推進会議の出席者 所属（団体等）名 職名 氏名 

 

 

利用者 ガーデンの家 なんてんユニット ― 本田 ミツ子 

小規模多機能センター緑井 ― － 

利用者の家族 小規模多機能センター緑井・ガーデンの家 ― － 

地域住民の代表者 梅林学区社会福祉協議会  会長 菅原 辰幸 

松原福祉会  会長 今井 桂三 

八敷福祉会 会長 関本 正隆 

佐東北民生委員 会長 富永 厚生 

地域包括支援センターの職員 城山北・城南 
地域包括 

支援センター センター長 大石 京子 

知見を有する者等 ― ―  

事業所 有限会社サカコーポレーション 代表 坂 聡一郎 

特別養護老人ホームくちた園 施設長 小島 陽一 

小規模多機能センター緑井 

グループホーム ガーデンの家 

管理者 三宅 喜秀 

小規模多機能センター緑井 

グループホーム ガーデンの家 

計画作成 伊藤 亜由美 

ガーデンの家 なんてんユニット 地域連携委員 大橋 由衣 

緑井ガーデンハウス 地域連携委員 迫田 清文 

小規模多機能センター落合南 

グループホーム ガーデンの家落合南 

管理者 村田 克敏 

― ― － 

― ― － 

利用状況 利用者総数 18人 （H2８年8 月1日現在） 

要支援１： － 要支援２：0人 要介護１：4人 要介護２：7人 

要介護３：4人 要介護４：1人 要介護５：2人    ― 
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交流・行事等の実施状況 

①利用者の家族との交流内容 

②地域との交流内容 

③その他の事業  など 

（直近約 2か月又は前回報告以降） 

①1周年記念誌・1周年祭のについて 

 1 周年記念誌発行にあたっての協力へのお礼を伝える。 

 1 周年祭の報告を行う。 

 →利用者家族15組、地域の方60名以上が参加。 

  町内会の回覧による広報の協力、ＯＫマート岡村様からかき氷機の 

提供。お菓子の配布等有りお礼を伝える。 

ご家族様にも、昼食のおにぎり作りや、出店のたこ焼き機の寄贈・ 

出店や地域の方の受け入れ等のお手伝いを頂いた。 

利用者様にも、おにぎり作りやおみやげ用の小物作り等で地域の方と 

触れ合う機会となった。 

 

②利用状況・生活状況について 

 ＜現在の利用状況＞ 

 グループホーム：18名中18名入居 

 なんてんユニット：女性7名、男性2名 

 ひいらぎユニット：女性5名、男性4名 

 前回開催時より 

退居者・新規入居者0名、入院者3名有り 

(内訳) 

・6月より入院→8月6日退院決定 

・手術の為入院→1週間で退院 

・肺炎の為入院→1週間で退院 

  

 ＜生活での取り組み＞ 

 7 月より地域とのつながり作りのため、地域の子供たちにプール開放。 

 7 月 25日～8月 5日までのに 

 延べ人数：子供103名、保護者64名が利用している。 

 子供たちの元気な姿を利用者様たちが見て、お茶を持っていったりと 

 交流するきっかけとなっている。 

  

③運営懇談会の報告・家族会・認知症カフェについて 

 ＜運営懇談会の報告＞ 

 グループホーム ガーデンの家は、7月10日に七夕祭と同時開催。 

 ご家族様8組12名の方が参加された。 

 利用者様・家族様・スタッフと一緒に昼食を準備し、昼食に駐車場で 
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 そうめん流しを実施した。その後意見交換を行う。 

 ・現在おこなっている運営推進会議の趣旨や内容の説明 

 ・平成27年度に実施した外部評価の報告と課題への取り組み説明 

 ・家族会の検討を行っている説明 

 ・利用者様一人ひとりのメモリアルブック作成に取り組んでいくことの 

  説明と協力の依頼。生活背景を知り、ケアに繋げていくことを説明 

 ○運営懇談会参加家族様からの意見の説明 

 ・行事でもいいから一緒に参加したりお手伝いできることがあれば 

  協力したい。 

 →施設から行事の案内や効力のお願いを行っていくことにし、 

  第 1弾は1周年祭で実施。少しずつ信頼関係を強くしていく。 

 ・意見交換の出来る場を定期的に開催してもらいたい 

 →検討段階ではあるが、第○週の○曜日といった形で定期座談会を 

  開催できるよう進めて行く。 

 

 ＜家族会について＞ 

 運営懇談会で上がった2つの意見から、まずは家族様へ行事等の 

 参加・協力をお願いし信頼関係を強くしていく。定期座談会の 

 開催でさらに家族様から意見等を伺えるようにしていく。 

 家族会という家族様同士のつながりを作りつつ、さらに地域等への 

 貢献も行える取り組みが行えればと思っている。 

 

 ＜認知症カフェについて＞ 

 他で行っている認知症カフェやサロンの説明を行う。 

 今後この施設でも認知症カフェを行っていきたいことを説明。 

 施設だけでは持続することは難しい可能性があるため、家族様・ 

 地域の皆様にも協力をしてもらいながら行いたいを説明する。 

  →次回の運営推進会議にて、認知症地域支援推進員に来てもらい 

認知症カフェの説明をしていただくこととなる。 

 

次回開催予定：10月 8日(土) 

苦情の状況 （直近約 2か月又は前回報告以降） 

 

事故の状況 （直近約 2か月又は前回報告以降） 

 

その他の報告事項  
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評価、要望・助言等 ＜プール開放について＞ 

  ・子供たちの元気な姿をみて、良い活動をしていると思いました。 

 

＜認知症カフェについて＞ 

  ・個人の問題と地域の問題がある。 

  ・認知症を認めたくない人や家族もいる。 

  ・地域で支えていくにはどうしたらいいのか。 

  ・周りがいかに気付くのか。本当に自分たちで出来るのか。等々 

 →次回運営推進会議にて、認知症地域支援推進員に来ていただく。 

 

※欄が不足する場合など必要に応じ別紙等を添付してください。 
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平成 2８年 9 月 11 日 

広島市長 様 

 
                   法 人 名  (有)サカコーポレーション    

                   代表者名      坂 聡一郎       

以下のとおり報告します。 

運営推進会議の開催状況について（報告） 

事業所名 小規模多機能センター緑井 

所在地  広島市安佐南区緑井七丁目5-11 

担当者名・連絡先 三宅 喜秀 TEL 082-962-6541 

従業者 従業者総数 11人（内訳：常勤9人、非常勤4人）（H2８年8 月１日現在） 

 うち夜勤の従業者1人 1日当たり事業所全体の勤務従業者数 7人 

運営推進会議の開催日  H2８年8月5日 （平成28年度 第 3回） 

運営推進会議の出席者 所属（団体等）名 職名 氏名 

 

 

利用者 ガーデンの家 なんてんユニット ― 本田 ミツ子 

小規模多機能センター緑井 ― － 

利用者の家族 小規模多機能センター緑井・ガーデンの家 ― － 

地域住民の代表者 梅林学区社会福祉協議会  会長 菅原 辰幸 

松原福祉会  会長 今井 桂三 

八敷福祉会 会長 関本 正隆 

佐東北民生委員 会長 富永 厚生 

地域包括支援センターの職員 城山北・城南 
地域包括 

支援センター センター長 大石 京子 

知見を有する者等 ― ―  

事業所 有限会社サカコーポレーション 代表 坂 聡一郎 

特別養護老人ホームくちた園 施設長 小島 陽一 

小規模多機能センター緑井 

グループホーム ガーデンの家 

管理者 三宅 喜秀 

小規模多機能センター緑井 

グループホーム ガーデンの家 

計画作成 伊藤 亜由美 

ガーデンの家 なんてんユニット 地域連携委員 大橋 由衣 

緑井ガーデンハウス 地域連携委員 迫田 清文 

小規模多機能センター落合南 

グループホーム ガーデンの家落合南 

管理者 村田 克敏 

― ― － 

― ― － 

利用状況 利用者総数 18人 （H2８年8 月1日現在） 

要支援１：3人 要支援２：2人 要介護１：6人 要介護２：2人 

要介護３：2人 要介護４：2人 要介護５：1人    ― 
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交流・行事等の実施状況 

①利用者の家族との交流内容 

②地域との交流内容 

③その他の事業  など 

（（直近約2 か月又は前回報告以降） 

①1周年記念誌・1周年祭のについて 

 1 周年記念誌発行にあたっての協力へのお礼を伝える。 

 1 周年祭の報告を行う。 

 →利用者家族15組、地域の方60名以上が参加。 

  町内会の回覧による広報の協力、ＯＫマート岡村様からかき氷機の 

提供。お菓子の配布等有りお礼を伝える。 

ご家族様にも、昼食のおにぎり作りや、出店のたこ焼き機の寄贈・ 

出店や地域の方の受け入れ等のお手伝いを頂いた。 

利用者様にも、おにぎり作りやおみやげ用の小物作り等で地域の方と 

触れ合う機会となった。 

 

②利用状況・生活状況について 

 ＜現在の利用状況＞ 

 小規模多機能センター緑井：25名中18名利用 

              (女性 17名・男性1名) 

 前回開催時より 

利用停止・新規利用0名 

 長期宿泊者(2週間以上)の 3名の方の報告 

・被害妄想による連泊→家族と協力し専門医受診。薬調整中。 

・退院後の連泊(骨折後) 

→骨折後の状態も良好。自宅の状況の確認行い調整中 

  ・退院後の連泊(病気療養後) 

   →体力の戻り具合を見ながら、短時間の帰宅から調整中  

  

 ＜生活での取り組み＞ 

 7 月より地域とのつながり作りのため、地域の子供たちにプール開放。 

 7 月 25日～8月 5日までのに 

 延べ人数：子供103名、保護者64名が利用している。 

 子供たちの元気な姿を利用者様たちが見て、お茶を持っていったりと 

 交流するきっかけとなっている。 

  

③運営懇談会の報告・家族会・認知症カフェについて 

 ＜運営懇談会の報告＞ 

 小規模多機能センター緑井は、6月26日に収穫祭と同時開催。 

 ご家族様7組9名の方が参加された。 
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 利用者様・家族様・スタッフと一緒に畑の野菜を収穫し昼食を準備し、 

昼食をみんなで頂き、その後意見交換を行う。 

 ・現在おこなっている運営推進会議の趣旨や内容の説明 

 ・平成27年度に実施した外部評価の報告と課題への取り組み説明 

 ・家族会の検討を行っている説明 

 ・利用者が増えてきたため、今後利用の調整をお願いすることも 

  でてくる可能性があることを伝え、理解を得る。 

 ・小規模多機能のサービスの理解度も少ない為、遠慮せずにこういった 

  ことは出来ないか等聞いていただけるようお願いする。 

 ○運営懇談会参加家族様からの意見の説明 

 ・行事でもいいから一緒に参加したりお手伝いできることがあれば 

  協力したい。 

 →施設から行事の案内や効力のお願いを行っていくことにし、 

  第 1弾は1周年祭で実施。少しずつ信頼関係を強くしていく。 

 ・意見交換の出来る場を定期的に開催してもらいたい 

 →検討段階ではあるが、第○週の○曜日といった形で定期座談会を 

  開催できるよう進めて行く。 

 

 ＜家族会について＞ 

 運営懇談会で上がった2つの意見から、まずは家族様へ行事等の 

 参加・協力をお願いし信頼関係を強くしていく。定期座談会の 

 開催でさらに家族様から意見等を伺えるようにしていく。 

 家族会という家族様同士のつながりを作りつつ、さらに地域等への 

 貢献も行える取り組みが行えればと思っている。 

 

 ＜認知症カフェについて＞ 

 他で行っている認知症カフェやサロンの説明を行う。 

 今後この施設でも認知症カフェを行っていきたいことを説明。 

 施設だけでは持続することは難しい可能性があるため、家族様・ 

 地域の皆様にも協力をしてもらいながら行いたいを説明する。 

  →次回の運営推進会議にて、認知症地域支援推進員に来てもらい 

認知症カフェの説明をしていただくこととなる。 

 

次回開催予定：10月 8日(土) 

苦情の状況 （直近約 2か月又は前回報告以降） 
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事故の状況 （直近約 2か月又は前回報告以降） 

 

その他の報告事項  

 

評価、要望・助言等 ＜プール開放について＞ 

  ・子供たちの元気な姿をみて、良い活動をしていると思いました。 

 

＜認知症カフェについて＞ 

  ・個人の問題と地域の問題がある。 

  ・認知症を認めたくない人や家族もいる。 

  ・地域で支えていくにはどうしたらいいのか。 

  ・周りがいかに気付くのか。本当に自分たちで出来るのか。等々 

 →次回運営推進会議にて、認知症地域支援推進員に来ていただく。 

 

※欄が不足する場合など必要に応じ別紙等を添付してください。 

 


